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スマイル
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目
次

お
知
ら
せ

１
〜
２

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

３

生
涯
学
習
だ
よ
り
『
き
ら
り
』
４
〜
７

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

８

運転免許証更新時講習
（11 月）

講習区分 会　場 時　間 11 月日程

優良講習
苫小牧市
　交通安全センター

10：30 〜 11：00 ５・７・13・15・19・21・22・26・28・29

13：30 〜 14：00 １・14・18

15：30 〜 16：00 ６・25

一般講習
10：30 〜 11：30 １・６・11・14・18・20・25・27

13：30 〜 14：30 ７・28

このほかの講習日程（違反・初回）については、苫小牧警察署にお問い合わせく
ださい。（☎ 0144 ㉟ 0110）

　
在
宅
介
護
者
を
支
え
る
会
で
は
、

介
護
者
や
会
に
賛
同
す
る
方
が
集

ま
り
、
学
習
や
交
流
を
通
し
て
介

護
や
認
知
症
に
関
す
る
理
解
を
深

め
、
介
護
者
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
18
日
㈪
10
時
～
14
時

内
容　
高
齢
者
住
宅
安
平
の
郷
の

見
学
、
昼
食
な
ど

※
移
動
は
バ
ス
で
行
い
ま
す
。

参
加
費　
１
人
５
０
０
円
（
昼
食

代
込
み
）

申
込
期
限　
11
月
８
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

安
平
町
地
域
包
括
早
来
相
談
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　
☎
㉙
７
０
７
２

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
４
５
５
５

　
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
に
よ
り
住
家
を
失
っ
た
世
帯
に

対
し
、
住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ

て
支
給
さ
れ
る
被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
（
基
礎
支
援
金
）
に
つ
い

て
、
安
平
町
ほ
か
１
市
２
町
の
申

請
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
支
給

す
る
支
援
金
（
基
礎
支
援
金
）

申
請
期
間

延
長
前　
令
和
元
年
10
月
５
日
ま

で延
長
後　
令
和
２
年
10
月
５
日
ま

で延
長
と
な
る
市
町
村
　
札
幌
市
、

安
平
町
、
厚
真
町
、
む
か
わ
町

問
合
せ　
健
康
福
祉
課
福
祉
グ
ル

ー
プ　
　
　
　
　
☎
㉙
７
０
７
１

在
宅
介
護
者
を
支
え
る
会

町
内
視
察
研
修
・
交
流
会
の
お

知
ら
せ

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
（
基

礎
支
援
金
）
の
申
請
期
間
の
延

長
に
つ
い
て

対
象
地
域　
富
岡
配
水
塔
か
ら
電

波
を
受
信
す
る
地
域

期
間　
10
月
１
日
～
12
月
20
日

問
合
せ　
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉒
２
５
１
１

災
害
復
旧
工
事
に
伴
う
あ
び
ら

チ
ャ
ン
ネ
ル
停
波
の
お
知
ら
せ

　
町
の
公
共
交
通
に
は
、Ｊ
Ｒ（
室

蘭
線・石
勝
線
）、あ
つ
ま
バ
ス（
苫

小
牧
線・千
歳
線
）、循
環
バ
ス（
町

内
４
地
区
を
連
絡
）、デ
マ
ン
ド
バ

ス（
自
宅
か
ら
街
中
停
留
所
ま
で
小

地
域
内
を
移
動
）、ハ
イ
ヤ
ー
（
自

由
度
に
優
れ
た
公
共
交
通
）
が
あ

り
、役
割
分
担
と
共
存
を
図
り
な
が

ら
維
持
・
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
の
利
用
方
法
が
わ
か

ら
な
い
場
合
な
ど
、
相
談
事
項
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
役
場
の
公
共

交
通
担
当
者
が
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

相
談
窓
口　
地
域
推
進
課
地
域
推

進
グ
ル
ー
プ　
　
☎
㉙
７
０
８
３

　
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
に
よ
り
、
町
道
に
お
い
て
舗
装

公
共
交
通
の
利
用
方
法
な
ど
を

ご
案
内
し
て
い
ま
す

道
路
の
段
差
に
ご
注
意
く
だ
さ

いが
陥
没
す
る
な
ど
の
数
多
く
の
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
建
設
課
で
は
、
被
害
程
度
の
大

き
い
箇
所
か
ら
復
旧
工
事
や
応
急

補
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

小
さ
な
段
差
な
ど
の
被
害
程
度
の

小
さ
い
箇
所
を
含
め
る
と
、
現
在

も
手
付
か
ず
の
箇
所
が
多
く
残
さ

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
落
葉
や

降
雪
等
に
よ
り
段
差
に
気
付
き
に

く
く
な
り
ま
す
。
路
面
に
十
分
お

気
を
つ
け
て
走
行
・
歩
行
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
町
道
に
お
い
て
段
差
等

の
危
険
な
箇
所
を
発
見
さ
れ
た
際

は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
建
設
課
土
木
・
公
園
グ

ル
ー
プ　
　
　
　
☎
㉙
７
０
７
５
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地
域
の
生
活
バ
ス
路
線
を
運
行

し
て
い
る
バ
ス
事
業
者
で
は
、
運

転
手
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
等

に
よ
り
、
運
転
手
不
足
が
続
い
て

い
ま
す
。
運
転
手
不
足
の
解
消
に

向
け
て
、
北
海
道
バ
ス
協
会
と
北

海
道
と
の
連
携
の
も
と
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
バ
ス
運

転
手
の
仕
事
に
興
味
・
関
心
が
あ

る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
２
日
㈯
10
時
～
15
時

日
時　
11
月
５
日
㈫
12
時
～
15
時

場
所　
追
分
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

い
ぶ
き

問
合
せ　
代
表　
佐
々
木　

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉕
３
７
０
６

※
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
お
楽
し
み
甘

味
を
ご
用
意
（
参
加
費
無
料
、
昼
食

持
参
Ｏ
Ｋ
で
す
）

※
男
性
も
女
性
も
お
気
軽
に
ご
参
加

　
11
月
５
日
は
「
津
波
の
日
」「
世

界
津
波
の
日
」
で
す
。
災
害
発
生

時
は
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
助
け
合
う

「
共
助
」の
考
え
方
に
基
づ
い
て
行

動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

問
合
せ　
苫
小
牧
警
察
署

　
　
　
☎
０
１
４
４
㉟
０
１
１
０

バ
ス
運
転
手
・
合
同
採
用
説
明

会
参
加
者
募
集

地
域
サ
ロ
ン
あ
ん 

開
催
し
ま
す

苫
小
牧
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら

せ
　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
　
令
和
２
年
度
入
校
生

募
集
の
ご
案
内

会
場　
札
幌
運
転
免
許
試
験
場

（
札
幌
市
手
稲
区
曙
５
条
４
丁
目

１‒

１
）

実
施
内
容　
路
線
バ
ス
運
転
体
験

（
要
事
前
申
込
）、
現
役
運
転
手
に

よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
バ
ス

会
社
に
よ
る
就
職
相
談
会
な
ど

参
加
対
象
者　
バ
ス
運
転
手
の
仕

事
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
バ
ス
会

社
へ
の
就
職
を
考
え
て
い
る
方

主
催　
北
海
道
バ
ス
協
会
、北
海
道

協
力　
北
海
道
警
察
本
部
、市
町
村

後
援　
北
海
道
労
働
局
、
北
海
道

運
輸
局

申
込
み
・
問
合
せ　
一
般
社
団
法

人
北
海
道
バ
ス
協
会

☎
０
１
１‒

６
２
１‒

４
１
６
１

お詫びと訂正
　広報あびら 10 月号に掲載した、平成 30 年度安平町財政健全化判断比率及び資金不
足比率（４頁）において誤りがありました。
　お詫びするとともに次のとおり訂正いたします。
健全化判断比率　連結実質赤字比率（４頁）
　誤　　　　　　　　　　　　　　　　　 正

指標 平成 30 年度 平成 29 年度
連結実質

赤字比率
−

（12.81％）
−

（12.66％）

指標 平成 30 年度 平成 29 年度
連結実質

赤字比率
−

（△ 12.81％）
−

（△ 12.66％）

路
線
バ
ス
運
転
体
験

申
込
み
は
コ
チ
ラ
か
ら

く
だ
さ
い
。

※
安
平
町
支
え
合
い
活
動
交
付
金
、

社
会
福
祉
協
議
会
助
成
金
を
受
け
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
か
か
る
対
策
は
、

幅
広
く
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
厚
生
労

働
省
で
は
11
月
を
「
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
」
と
定
め
、
令
和
元

年
度
の
啓
発
標
語
は「
１
８
９（
い

ち
は
や
く
）
ち
い
さ
な
命
に
待
っ

た
な
し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身

の
発
達
や
人
格
の
形
成
に
重
大
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
子
ど
も
を
虐

待
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
虐
待
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
発

見
し
た
と
き
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
児
童
相
談
所
全
国
共
通

３
桁
ダ
イ
ヤ
ル　
　
　
☎
１
８
９

健
康
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
安

平
町
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
）　

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉙
７
０
７
１

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
で
す

　
演
習
で
は
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

し
模
擬
火
災
訓
練
を
行
い
ま
す
の

で
、
実
際
の
火
災
と
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
５
分

安
平
消
防
秋
季
総
合
演
習
を
行

い
ま
す

前
に
役
場
防
災
無
線
に
よ
り
、
サ

イ
レ
ン
が
吹
鳴
す
る
旨
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
程　
10
月
27
日
㈰

場
所　
青
葉
会
館
（
追
分
地
区
）

内
容　
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

　
１
回
目　
招
集
サ
イ
レ
ン

　
　
　
　
13
時　
　
　
町
内
全
域

　
２
回
目　
近
火
サ
イ
レ
ン

　
　
　
　
14
時
45
分　
追
分
地
区

問
合
せ　
胆
振
東
部
消
防
組
合
消

防
署
安
平
支
署
追
分
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉕
２
１
１
９

開
発
校
で
は
、
休
職
中
の
し
ょ
う

が
い
者
の
方
の
入
校
生
を
募
集
し

ま
す
。
訓
練
期
間
は
科
に
よ
っ
て

異
な
り
、
６
か
月
間
、
１
年
間
ま

た
は
２
年
間
で
す
。

　
詳
細
は
、
国
立
北
海
道
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校
、
ま
た
は
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

願
書
受
付
期
間　
11
月
１
日
㈮
～

　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
20
日
㈬

選
考
日　
12
月
２
日
㈪

問
合
せ　
国
立
北
海
道
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
（
〒
０
７
３‒

０

１
１
５　
砂
川
市
焼
山
60
番
地
）

　
　
　
☎
０
１
２
５
�
２
７
７
４

　
　
　
℻
０
１
２
５
�
９
１
７
７
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あ
な
た
の
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す

　
年
金
の
手
続
や
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
、
借
金
や
遺
産
相
続
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
な

ど
、
あ
な
た
の
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。
行
政
相
談
委
員
の
自
宅
ま
た
は
電
話
で
常
時
相
談
に
応
じ

ま
す
。

【
総
務
省
行
政
相
談
委
員
】　
早
来
地
区　
水
野　
佐 

氏
（
☎
㉒
３
５
１
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
分
地
区　
平
野
秀
樹 

氏
（
☎
㉕
２
７
７
４
）

問
合
せ　
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
☎
㉒
２
５
１
１

公営住宅・特公賃住宅・町営住宅入居者募集
募集期間　11 月１日㈮～ 11 月 15 日㈮

○案内書および申込書の配布・受付（土、日曜日、祝日を除く）
　配布期間：11 月１日㈮～ 11 月 15 日㈮
　受付期間：11 月８日㈮～ 11 月 15 日㈮
○受付場所
　・建設課施設グループ（総合庁舎）
　・住民サービス課（総合支所）
○必要なもの
　入居申込書及び同意書、世帯全員の所得証明書の写し（最新の
もの）、世帯全員の住民票の写し、世帯全員が市町村民税を滞納
していないことの証明書の写し、マイナンバーカード（個人番号
カード）または通知カード
○抽選日時・場所
　募集住宅に対して重複した場合は、下記の日程で抽選を行いま
す。抽選場所は地区によって異なります。
　早来地区分　11 月 19 日㈫　９時 30 分～総合庁舎
　追分地区分　11 月 19 日㈫ 13 時 30 分～総合支所

○募集予定団地（募集予定団地は変更となる場合がありますので、
　受付場所でご確認ください。）
　早来地区：遠浅南公営住宅、早来あかね公営住宅、早来北進公
　　　　　　営住宅
　単身者用：追分カームビレッジ特定単身者住宅
※令和元年12月１日より契約、15日以内に入居可能な方に限ります。
※胆振東部地震により被災された方を優先します。

問合せ　建設課施設グループ　☎㉒2516

} ８時 30 分～ 17 時 15 分

　　　　【広報笑顔（スマイル）】発行／安平町　
　　　　企画・編集／総務課情報グループ
　　　　〠 059‒1595 安平町早来大町 95 番地
　　　　（☎㉒2511・FAX ㉒2026）
安平町ホームページ
　https://www.town.abira.lg.jp
安平町フェイスブック公式ページ
　https://www.facebook.com/town.abira　

スタンプ２倍デーはスタンプカードを忘れずに！
　　☆シルバーデー（毎週木曜日） 
　　☆夫婦の日（毎月 22 日）
　　☆風呂の日（毎月 26 日）※ 11 月は 27 日に実施

【11 月の定休日】12 日・26 日（第２・４火曜日）
問合せ ぬくもりの湯 ☎ ㉕2968 （営業時間 11時〜22時）

〜ぬくもりの湯からのお知らせ〜

　平成 30 年北海道胆振東部地震から１年が経過し、町民の皆さまが安心して暮らし続けることが
できる環境づくりに向け、安平町に関わる全ての方々が力を結集しているところであります。
　そこで、未来へつながる復興とともに新しい安平町を創造するため、町長と町民とが直接意見交
換する「町政懇談会」を開催することといたしました。
　町内４地区で開催いたしますので、ご都合の良い会場にお越しください。参加申込みは不要です。

問合せ　地域推進課地域推進グループ　　☎㉙7083

町政懇談会を開催します

月日 時間 内容 開催場所
① 11 月 11 日㈪

18 時 30 分～
【話題 ( 予定 )】 
・第２次安平町総合計画中期基本計画
・安平町復興まちづくり計画
・その他

安平公民館
② 11 月 12 日㈫ 追分公民館
③ 11 月 13 日㈬ 町民センター
④ 11 月 14 日㈭ 18 時～ 遠浅公民館
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地域安全ニュース
令和元年 10 月 21 日発行
令和元年度　第 7 号
安平町防犯協会・苫小牧地方防犯協会

大 丈 夫 で す か ？ 特 殊 詐 欺 に は ご 用 心 ！
　特殊詐欺については、これまでも防犯協会や警察署より皆様に注意喚起をしていますが、全国
的に被害は減っていない状況です。今回は、今年道内で報告のあった特殊詐欺の例を記載します
ので、ご確認の上、被害に遭わないようにお役立てください。

【不審者や不審車両を見かけたら、警察署・最寄りの駐在または役場総務課までご連絡を！】
　　苫小牧警察署　☎ 0144 ㉟ 0110　・追分駐在所　☎㉕2003　・安平駐在所　☎㉓2339
　　早来駐在所　☎㉒2030　・遠浅駐在所　☎㉒2211　・役場総務課　☎㉒2511

◉ こ ん な ケ ー ス が あ り ま し た ！
① すり替え型キャッシュカード盗難被害（被害額 約 500 万円）
　警察官を名乗る男から「あなたの口座から不正に現金が引き出されている。警察官が向かう。」と電
話が掛かってきた。その後、自宅に男がやって来て「キャッシュカードを封筒に入れて封印する。」「封
印する印鑑が必要。」と告げられる。指示に従いキャッシュカードを渡して封筒に入れた後、家の中に
印鑑を取りに行った隙に別のカードが入った封筒とすり替えられ、キャッシュカードを持ち去られて
しまった。

② 融資広告ファクスによる融資保証金詐欺（被害額 約 250 万円）
　会社事務所に融資を持ち掛けるファクスが送信され、融資を申し込んだ。後日、金融会社の社員を
名乗る男から電話が入り、「前払いの利息金、預け金、保証会社への保証金が必要」などと言われ、指
定された口座に振り込んでしまった。

③ 震災復興寄付を語った詐欺（被害額 約 1,400 万円）
　保安委員を名乗る男から「震災復興のために寄付金を募っている。」「寄付には番号が付いている。」
などの電話が掛かってきた。数日後、日本再生機構を名乗る男から「あなたの番号が漏れたことで、
逮捕された人がいる。」「このままではあなたも逮捕される、保釈するには現金が必要だ。」と電話があ
り、宅配便で 3 回にわたり現金を送付してしまった。

● 電 話 の 内 容 が 以 下 の 項 目 に 当 て は ま っ た ら 特 殊 詐 欺 を 疑 い ま し ょ う ！
・風邪（ポリープ）で喉の調子が悪い。
・会社のお金（書類）の入ったカバンを無くした。
・会社のお金を使い込んで、株で失敗した。
・弁護士（警察官）がお金を受け取りに行く。
・あなたの口座が悪用されている。
・担当者が自宅にキャッシュカードを取りに行く。
・レターパック（宅配便）でお金を送って。
・安全だから名義を貸して欲しい。
・ギフトカードをコンビニで購入して番号の写真を送って欲しい。


